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堤防の安全性
の確保

堤防の安全性
の確保

深谷地区
・低水路拡幅

三郎丸地区
・低水路拡幅

下市地区
・引堤
・橋梁架替
・低水路拡幅

恐神地区
・築堤

片粕地区
・低水路拡幅

上合月地区
・低水路拡幅

灯明寺地区
・低水路拡幅

中藤新保地区
・低水路拡幅

天池地区
・低水路拡幅

中角地区
・引堤
・橋梁架替
・河床掘削
・低水路拡幅

朝宮地区
・低水路拡幅

久喜津地区
・低水路拡幅

森田地区
・自然再生事業
（砂礫河原保全・再生）

三宅・小尉地区
・自然再生事業
（水際環境保全・再生）

整備状況

黒色文字 ： 完了

赤色文字 ： 実施中

緑色文字 ： 未着手

•平成19年2月に九頭竜川水系河川整備計画の策定後、事業が実施されている。

•治水に関する事業として、直近では、九頭竜川天池地区、灯明寺地区の河道掘削が平成25年度に完了した。

•また、現在では、河道掘削（九頭竜川中藤新保地区）及び堤防の安全性の確保を実施している。

•環境に関する事業として、三宅・小尉地区では水際環境保全・再生、森田地区では砂礫河原保全・再生の各事業を実施している。

河川整備の概要（河川整備計画の主な事業内容）

凡 例

引 堤

低水路拡幅

築 堤

河床掘削

自然再生
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H25年度末河道(戦後最大規模洪水流量)

河道掘削後(戦後最大規模洪水流量)

計画高水位

低水路拡幅【中藤新保地区】

・九頭竜川本川の日野川合流点の上流部に位置する中藤新保地区において、流下能力は戦後最大規模（昭和36
年9月型）の洪水に対して大きく不足していることから、河道掘削によって流下能力を確保し、治水安全度の向
上を図る。

工事写真
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20.0k

19.0k 平成25年10月撮影

位 置 図

水位低減効果 中藤新保地区河道掘削による水位低減効果

注）足羽川ダム建設及び既設ダムの有効活用による洪水調節効果を含む

15k

20k

九頭竜川

日
野
川

掘削による水位低下
最大43cmの水位低下

中藤新保地区掘削

航空写真
撮影地点

標準横断図

アラレガコの生息域



 

堤防の安全性の確保【下野地区】

・九頭竜川本川の日野川合流点の下流部に位置する下野地区の現況堤防は、計画の堤防断面を満たしておらず
、また一部の区間において浸透に対する安全性も低いことから、堤防拡築及びドレーン工による堤防強化を行
う。

標準横断図

工事写真
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位 置 図

6.0k

平成25年10月撮影

堤防整備の考え方

5k

10k
7.0k

8.0k

9.0k

10.0k

布施田橋

三国大橋

H25年度末
実施済み

H26年度以降
実施予定

現況堤防断面
計画堤防断面

航空写真
撮影地点

堤防の形状は、長年の経験を経
て規定された必要最小限の断面形
状であることから、計画の堤防断
面形状を満たしていない場合には
、必要な断面形状の確保を図る。
その上で、堤防に求められる機能
毎の安全性を照査し、その結果、
所要の安全性を確保していないと
判断される場合には、堤防の質的
整備として緊急性の高いところか
ら堤防強化を図り所要の安全性を
向上させる。

HWL

堤防の整備イメージ



自然再生事業の取り組み
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九頭竜川の良好な自然環境の再生を目標に、流域にお
ける多様な生物の生息・生育・繁殖環境の再生を目指
す。

◇事業目標 ～自然再生に係る事業～

1/3

平成21年12月

再生後

【水際再生】

【支川水路連続性再生】

再生前

落差による生
物移動の連続
性の阻害

再生後
落差がなくな
り、魚が上り
やすくなる

砂礫河原が
再生される

再生後

【砂礫河原再生】

再生前

水際が直立化し、
樹林が繁茂

浅場が形成され、
マコモが生育す
るようになる

砂州が陸域化し、
樹林が繁茂

再生前

平成21年5月 平成25年10月

平成25年9月

平成26年8月
平成21年12月

平成22年9月

・水際の再生 約23ha
・砂礫河原を再生 約20ha
･魚道の整備 5箇所

◇整備内容

九
頭
竜
川

日
野
川

水際再生

水際再生

水際再生

魚道整備（狐川樋門）

魚道整備（未更毛川水閘）

魚道整備（志津川水閘）

水際再生
※モニタリング継続中

砂礫河原再生

水際再生

凡 例
整備済：
整備中：
未整備：

魚道整備（芳野川樋門）

水際再生

砂礫河原再生
※モニタリング継続中

水際再生

魚道整備（底喰川排水樋門）

砂礫河原再生
※モニタリング継続中



鳴鹿大堰におけるサクラマス遡上環境向上の取り組み
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【経緯】
堰完成後、大型魚の遡上は確認されているものの十分に機
能していないとの意見

サクラマス滞留状況（平成22年8月）
「ﾄﾞﾗｺﾞﾝﾊﾝﾀｰ 九頭竜川のｻｸﾗﾏｽHPより」

【運用方法変更による効果の検討】
魚道流量に対して微調節ゲート（呼び水水路）放流量が大きく
魚道入口が見つけられない

通常運用から放流パターンを試行的に変更して調査実施
微調節ゲート放流量を低減（15m3/s⇒5m3/s）
魚道流量を増加（0.5m3/s⇒1.0～1.5m3/s）

【検証結果】
サクラマス等の大型魚については放流パターン変更により
遡上個体数の増加傾向を確認
アユ等の小型魚についても放流パターン変更が遡上の支
障になっていないことを確認 サクラマス採捕個体（平成26年5月）

【今後について】
流量調整が大型魚の遡上を促進している可能性が高いため複数年の調査により検証
平成27年度においても試験調査を継続し、最終検証を行った上で鳴鹿大堰の魚道運
用のあり方を検討する。



福井豪雨での堤防決壊や
浸水した被災状況、その後
の河川事業による効果等を
パネルにし、県内の公共施
設を中心に１２箇所で巡回
展示を行った。

小学生向けに写真やイラ
ストを多く取り入れたの防
災に関する補助教材を作成
し、多くの小学校の授業で
活用して頂いた。

福井豪雨から１０年を契機とした取り組み

○ 平成16年7月、福井県に大きな災害をもたらした福井豪雨から今年で10年。昨年の嶺南地域を襲った台風18
号など、その後も全国で自然災害が後を絶たない中、福井豪雨を振り返り改めて水害に対しての防災・減災へ
の意識を喚起するため、福井河川国道事務所、足羽川ダム工事事務所、九頭竜川統合管理事務所等その他関係
機関と協同し、「福井豪雨から１０年 ふくいの水防災を考える会」を立ち上げ、様々な活動を行った。

巡回パネル展

キックオフシンポジウム

補助教材の制作
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わが家の防災コンテスト

総括シンポジウム

福井豪雨を振り返り、改めて水害に対しての防災・
減災への意識を喚起するため、県内の小学生とそ
の家族を対象に防災コンテストを開催した。
コンテストでは、福井豪雨を経験していない

小学生が、災害が発生した時に避難する場所や
危険な場所がどこなのか、災害が起こった時に
どう行動すればよいか等を、家族と話し合って
作成する｢防災マップ｣を応募した。95点の応募
があり、9月に審査会を行った。

７月には、福井豪雨を
振り返った上で、「水災
害に対する避難」をテー
マに住民等を交えたパネ
ル討論を行った（報道機
関と共催）。

１０月には、有識者や
行政関係者による「地域
防災力の向上」をテーマ
としたパネル討論や防災
コンテスト表彰式を取り
入れたシンポジウムを開
催した。

コンテスト入賞作品

審査会の結果、以下の入賞
作３７点が選考した。また、
10月11日（土）の県民公開シ
ンポジウムにおいて、表彰式
を行った。

最優秀賞：安達 志織 （豊小６年）

優 秀 賞：大谷 柊翔 （国富小５年）

同 上：小川しずく（東郷小６年）

特 別 賞： ２名

入 選：１０名

奨 励 賞：２２名

概 要

表彰式の様子（総括シンポにて）

最優秀賞：安達 志織



九頭竜川水系

九頭竜川

九頭竜川鳴鹿大堰

日野川

福井県

九頭竜川ダム
真名川ダム

足羽川ダム

九頭竜川水系

九頭竜川

九頭竜川鳴鹿大堰

日野川

福井県

九頭竜川ダム
真名川ダム

足羽川ダム

位置図

・洪水調節：足羽川、日野川、九頭竜川の下流地域における洪水被害の軽減

ダムの目的

建設予定地

ダム等の諸元

・位置：福井県今立郡池田町小畑地先

○足羽川ダム
・高 さ：約９６ｍ
・貯留容量：約２８，７００千m3

・形 式：重力式コンクリートダム
○水海川導水路（部子川～水海川）

・区間距離 ：約 5km
・トンネル径 ：約 10m

○水海川分水工
・堰高 ：約 14m
・堰長 ：約122m

※整備計画期間内に整備する施設

洪水調節専用（流水型）ダムのイメージ

◆洪水時◆◆平常時◆

●足羽川ダムは、常時は水を貯めない「洪水調節専用（流水型）ダム」です。

・平常時は、
川の水をそのまま流します

・洪水時は、
一時的にダムに水を貯め、
洪水後、安全な量だけ下流
に流します

足羽川ダム建設予定地

割
谷
川
導
水
路

赤
谷
川
導
水
路

足
羽
川

水
海
川

水海川導水路

割谷川

足
羽
川

足羽川分水工

割谷川分水工

水海川分水工

赤谷川分水工

赤
谷
川

部子川

金見谷川

主
要
地
方
道
武
生
美
山
線

足羽川導水路

整備計画期間内に整備する施設

将来整備する施設

凡　　例

足羽川ダム

部子川

金見谷川

水海川導水路

水海川

足羽川

水海川分水工
足羽川導水路

整備計画期間内に整備する施設

将来整備する施設

凡　　　　例

足羽川分水工

割谷川分水工

赤谷川分水工

赤谷川導水路

割谷川

赤谷川

割谷川導水路

足羽川ダム建設事業 事業概要
あすわがわ
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平成17年度 九頭竜川水系河川基本方針策定
平成18年度 九頭竜川水系河川整備計画策定

調査
設計

道路
本体
導水

トンネル

工 事

用地補償

補償基準
の妥結

（H25.3.27)

用地交渉
用地取得

水源地域整備
地域振興環境アセスメント

（H25.2.27完了）

工事用道路

転流工

堤体基礎掘削

堤体打設

付替道路

導水
トンネル

など

完成

（国交大臣）
・水源地域の指定
・水源地域整備計画の決定

地域整備計画の作成

試験湛水

平成20年度
水特法に基づく

ダム指定

環境
モニタ
リング

第1回開催
(H26.3.14)

H26

H18

水源地域整備事業

工事着手から
13年を予定

付替県道
（H26.3.7契約）4号工事用道路

（H26.3.11 契約）
着工式

（H26.6.14）

足羽川ダム建設事業 事業概要
あすわがわ
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足羽川ダム建設事業 事業概要
あすわがわ

進 捗 状 況
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河川

主要道路

JR北陸本線

治水基準点

主要地点

行政界

国管理区間

流域界

集水域（河川整備計画）54.9㎢

集水域（将来計画）105.2㎢

ダム計画位置

既存ダム位置

導水ﾄﾝﾈﾙ（河川整備計画）

導水ﾄﾝﾈﾙ（将来整備）

＋

●家屋の移転を伴う68戸のうち約９割、事業用地は全体面積の約６割と契約済。

●集団移転地は、池田町内はH26 .11より分譲。福井市内は、H26.10より造成開
始、H27.5より分譲予定。

集団移転地

H26.3 移転造成工事着工

H26.11 分譲契約済(建設中）

H26.10 移転造成工事着工

H27.5       分譲開始予定

移転代替地(池田町内)
（H26.12.8)

集団移転先（池田町）

集団移転先（福井市）

移転代替地(福井市)
（H26.12.8)

（池田町内） （福井市内）

足羽川ダム建設事業 事業概要
あすわがわ
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足羽川ダム建設事業 事業概要
あすわがわ
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平成26年6月15日 福井新聞

足羽川ダム建設事業 事業概要
あすわがわ

12



県道１号橋（仮称）：H26着手

（未着工）

２

●平成26年度より県道松ヶ谷宝慶寺大野線付替工事及び工事用道路工事

に着手。

（未着工）

（未着工）

①

②

④

③

①
写真番号・撮影箇所

足羽川ダム建設事業 事業概要
あすわがわ
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付替県道１号橋 （H26.11)

４号工事用道路 （H26.11)

１号工事用道路 （H26.11)

３号工事用道路 （H26.11)

③ ④

① ②

足羽川ダム建設事業 事業概要
あすわがわ
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真名川ダム上流域 流域平均時間雨量

ダム流入量上位5位（真名川ダム完成以降）

最大流入量
580m3/s

最大24時間雨量 135mm

10日1時00分～11日0時00分

最大時間雨量
29mm

洪水量500m3/s

〈真名川ダム〉台風11号(H26.8)による出水

レーダー雨量

真名川ダム

台風経路図
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台風11号(H26.8)による出水前・出水中・出水後の状況
君ヶ代橋上流出水前（H26.7.31撮影）

出水中（H26.8.11撮影） ダム放流量ピーク流量：434m3/s

撮影時のダム放流量：約8m3/s

撮影時のダム放流量：約140m3/s

出水後（H26.8.28撮影） 撮影時のダム放流量：約9m3/s

真名川

真名川

真名川
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〈九頭竜ダム〉台風11号(H26.8)による出水

○九頭竜ダム上流域では、８月１０日、降り始めからの総雨量が１６時までに約２４０ｍｍ、時間最大雨量が約３９
ｍｍ（長野雨量観測所）となり、ダムへの流入量が今年度最大となる約８８８m3/s を記録した。

○九頭竜ダムでは約１８４５万ｍ3（東京ドーム約１４．９杯分）の洪水を貯留し、ダム下流中角地点（福井市中角
町付近）で約１．７ｍ程度の水位を低減させ、これにより高水敷の浸水を軽減できたものと推定される。

九頭竜ダム

中角地点

足
羽
川

日
野
川

位置図

九頭竜川

真
名
川

約８８８

最大流入量時の
放流量（毎秒m3）

最大流入量
（毎秒m3）

その差 毎秒約８８８m3

０

九頭竜ダム

レーダー雨量

九頭竜ダム

台風経路図

中角地点の水位
ダム整備前：６．４４ｍ
ダム整備後：４．６９ｍ

→約１．７ｍの水位低減

ダムによる洪水調節

全流入量貯留

流入量と放流量

ダムから下流に流す量を
最大約888ｍ3/ｓ低減

ダムへの流入量 最大約888ｍ3/ｓ

ダムからの放流量：0

中角地点における水位低減効果

あと約5.5m
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ダム見学会・ダム上下流の連携

～福井豪雨から10年～ 九頭竜川流域を守ったダムを見に行こう！（7月26日・27日）
－森と湖に親しむ旬間行事－

心身をリフレッシュしながら、森林やダム等のもっている自然豊かな
空間や社会生活にはたしている役割について理解を深めていただくこ
とを目的として、「森と湖に親しむ旬間」行事を実施。

ダムなどの見学、パネル展示や流木プレゼント、水上巡視体験、照
明車などの災害対策機械の展示・操作体験、流木工作などを通じて、
ダム等の役割について理解を深めて頂いた。

7月26日（土） ～真名川ダム会場～

ダム見学会 パネル展示

7月27日（日） ～九頭竜ダム～

水上巡視体験 照明車の操作体験

【関連団体】 NPO法人ドラゴンリバー交流会、福井森林管理署、
大野市漁業協同組合、防災エキスパート等

川の健康診断 〝川の生物を採取して、川の水がきれいかを調べました〟

石の文鎮づくり〝川の自然石を拾って、世界に一つだけの文鎮を作りました〟

今回初の取組として、日帰り留学を実施。

日帰り留学とは、上下流地域の子供達（親子）に大野市へ短期
留学をしてもらい、自然体験を通した交流と連携の強化、防災意
識の向上並びに再認識を目的として、石の文鎮づくり、川の健康
診断等を実施。

また福井豪雨と奥越豪雨と題して、青空教室を実施した。

7月26日（土） ～麻那姫湖青少年旅行村（中島公園）会場～
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